
     令和元年度上半期活動報告 
西部地区集落支援員  井上 浩子 

   

  今年で２年目に入り、昨年実施した集落点検アンケートにあった地域の方々の困り事や要望を基

に、まちづくり委員の方々の意見を頂戴しながら、活動を進めてきました。 

 

 

＜主な活動内容＞ 

環境整備活動 ： 中津川地区と一緒に取り組んでいる水仙ロード（中津川～国道１１３号線まで

水仙を繋げる）活動に参加し、西高峰から橋本まで約２ｋｍに水仙を植栽し、地域の環境整備活動

を支援しました。今年は中津川～国道１１３号まで繋がり、各協議会長出席のもと貫通式を実施し

ました。 

   

 

地域を巡回・点検 ： 問題と思われる箇所を 

行政に連絡し対応していただきました。 

例：①道路の陥没、側溝蓋の割れや隙間、不法投棄の連絡など。                   

           ②鳥獣被害対策として、町にロケット花火を要望しサルが頻繁に出ている地域を巡回。                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会 ： 地域おこし協力隊及び集落支援員の初任者研修会に参加し、講話→事例紹介→ワー

クショップ→プレゼンテーション・講評の流れで各班に分かれ受講しました。 

参加者１４３名中集落支援員は９名で内５名が飯豊町でした。地域おこし協力隊はほとんど 20

代～30代の方で、若い感性と発想に感心させられました。 

 

 

パンフレット作成 ： 高峰そば工房について、町外県外からも集客を図り、地域活性化に繋げる

ために、看板メニューの紹介を盛り込んだメニュー表と案内パンフレットを作成しました。 

今後ご当地ならではの新メニュー開発も一緒に関わって行きたいと思います。 

 

 

高齢者支援 ： 一人暮らしの高齢者宅を訪問し、防災ラジオの説明をしながら一緒に設置のお手

伝いをしました。 

 

 



野菜直売会 : 西部地区まちづくりセンター北側で 

やさい直売会を開催しました。 

 

家庭菜園で食べきれない野菜を出品者が持ち寄り、 

主に１００円均一、２００円均一で販売。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出品者の方が直売所に集まり、来客の方と一緒 

にお茶を飲みながらおしゃべりをし、『みんなで 

話しさっちぇいいねぇ～』『めったに会わんにぇ 

人と会われるな～』と其々声が聞こえ、開催し 

て本当に良かったと思いました。最終日には、 

『来年もしてけろな、また来っからな』と、 

何よりの言葉をいただきました。                                   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※直売会はまちづくり委員会で立ち上げましたが、いずれは地域住民が主体となり自分たちで

開催して行くというのが一番の狙いです。その時にまちづくりセンターに寄ってお茶を飲みな

がらおしゃべりが出来れば居場所作りにも繋がって行くと思います。                                                                            

普段センターにあまりいらっしゃらない方も、

足を運んで下さいました。 

子供たちが看板に絵を描いてくれました。 

 

開催と同時に大勢の人で賑わいました。 

 


